
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２３年６月１０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
国・都道府県・市区町村による指定・登録文化財及び未指定・未登録の歴史的建造物 39456

件の基礎データを作成した。更に位置情報及び画像情報システムを構築し、東北６県における

当該建物の情報を入力した。2008 年 7 月 24 日の岩手県沿岸北部を震源とする地震の災害調査

によって、本データベースの有用性を確認することができた。2011 年 3 月 11 日に発生した東

日本大震災による歴史的建造物の被害調査では、本データベースが基本台帳として活用されて

いる。調査は、日本建築学会建築歴史・意匠委員会、文化庁、地方公共団体、建築関連諸団体

が連携して進めている。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We created a database system of historic buildings basic information, the location and 
image information. In the investigation of the historic buildings that were damaged by 
"The 2008 Iwate-hokubu Earthquake", we were able to confirm the usefulness of this 
database system. This database system has been used as a ledger book in a survey of 
the historic buildings that were damaged by "The 2011 East Japan (off the Pacific coast 
of Tohoku) Earthquake".  Architectural Institute of Japan, Agency for Cultural Affairs 
and local governments are investigating damage of the historic buildings using this 
database. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国において建築・文化遺産の保護・活
用に関する動きは近年ようやく活発になり
始め、1995 年の阪神・淡路大震災を契機に
1996 年には国土開発・都市計画の進展・生活
様式の変化等により社会的評価を受ける間
もなく消滅の危機に直面している歴史的建
築を後世に幅広く継承する為の文化財登録
制度が創設された。またデータベースとして
は 2004 年に総務省と文化庁により「文化遺
産オンライン」が開設されたが、建築につい
ては国指定・登録のものに限られており、し
かもそれら全てがデータベース化されては
いないのが実状である。一方、国外では世界
各国で様々な活動が進められている。即ち、
フランスでは文科省による建築・文化遺産
（建築遺産、調度品遺産、画像、文献、語彙）
のデータベース化、アメリカでは全国規模の
文化財登録台帳（The National Register of 
Historic Places）を用いた保護政策等２）が
行われている。また、近代建築に関する資料
化と保存を目的とする国際組織の DOCOMOMO
が設立され、日本では DOCOMOMO Japan によ
る活動が展開されているが、これは近代建築
に限られたものである。 
 本研究で使う基本のデータベースは、日本
建築学会 建築歴史・意匠委員会 歴史的建築
リスト整備活用小委員会（主査：池上重康）
が 作 成 し た 「 歴 史 的 建 築 総 目 録 」
（http://glohb-ue.eng.hokudai.ac.jp/）で
ある。このデータベース作成の契機は、1995
年の阪神・淡路大震災で数多くの歴史的建築
が失われたことに起因し、これらのリストの
整備（特に文化財に指定・登録されていない
もの）の必要性が強く認識されるようになっ
たことである。1997 年に日本建築学会・歴史
意匠委員会内に文化財建造物総目録作成ワ
ーキンググループ（代表：川向正人）が組織
され、安全で信頼でき、かつ使い易いデータ
ベースの作成を検討し、2002 年 1月から建築
学会の各支部単位でデータの入力が開始さ
れた。2003 年にはワーキンググループから小
委員会（主査：川向正人）となり、科学研究
費補助金を得て本格的に稼働するに至った。
これまでに、2004 年日本建築学会大会（東
海）、2005 年同大会（近畿）において研究協
議会・パネルディスカッションを開催し、多
方面の分野から多くの意見や賛同を得た。 
 現在、本データベースに記載されたデータ
数は全国で３万件を超えた。本研究の主たる
フィールドとする北海道及び東北地方にお
けるデータの入力件数は、北海道 2537 件、
東北地方 4867 件であり、国又は地方自治体
により指定・登録された建築はもとより、過
去に行われた各種調査（民家、近世社寺、近
代化遺産、近代和風等）で報告された歴史的

建築をほぼ網羅することが出来たといえる。
両地域においては、データベース立ち上げの
段階から、整備・拡充しつつ活用する段階に
入ったといえる。東北地方においては、2004
年度に日本建築学会東北支部より研究補助
金を受け、データベースの活用方法と可能性
を探る為に、2005 年 3月に東北地方の行政機
関関係者を主たる対象とした公開研究会を
開催した。これに関連して東北地方 6県の全
自治体401県市町村にアンケート調査を行っ
た結果、本データベースに対する期待は非常
に高く、その活用としては文化財保護行政、
まち作り・観光、生涯学習、災害時の被害調
査など多用な可能性を期待していることが
明らかになった。その一方で、データベース
の運用面では情報の最新性、プライバシーと
セキュリティーに関する諸問題が多く挙げ
られ、データベースの内容面ではリスト漏れ
(これは過去に行われた調査では取り上げら
れていなかった、いわば新たに発見された歴
史的建築）、建築技術・意匠などの文化財的
評価の明示、修復に関する情報の掲示などの
要望が寄せられた。また、災害時における文
化財の被害調査体制に課題があると考えて
いる自治体が多く、慢性的な人員不足など組
織上の課題を指摘する回答が多くあった。以
上の活動を通し、より多くの行政機関や市民
が日常的にデータベースを活用できるよう
な方策を考える必要性を強く認識するに至
った。限られた人員や予算内で、より多くの
歴史的建築を保存・活用していくためには、
災害後の対策の為のみならず、災害時の被害
を最小限に止める為の防災的な基礎データ
の蓄積や自治体から寄せられた種々の要望
を充実する方策を自治体との協働により研
究していく必要性を痛感するに至った。北海
道・東北の両地域においては、2003 年 5 月
26 日宮城県沖の地震、2003 年 7月 26 日宮城
県北部の地震、2003 年十勝沖地震を経験して
おり、特に宮城県では 30 年以内に宮城沖地
震が発生する確率は 99%といわれており、
個々の歴史的建築や歴史的景観を継承して
いくためにデータベースの整備・活用は急務
と考える。 
 
 
２．研究の目的 

30年以内に発生する確率が99%とされる
宮城県沖地震等の大災害や国土開発・都市
計画の進展、生活様式の変化などにより消
滅の危機に直面している歴史的建築が数多
く存在している。近年これらを保存・活用
し、後世に継承していくことは、我が国に
おいて早急に対処しなければならない重要
な課題となっている。本研究では既に作成



した歴史的建築に関するデータベース（デ
ータ数30000件強）を基に、歴史的建築の継
承に大きな影響を及ぼす自然災害や社会環
境の変化への事前対策や災害後の被害調査、
日常的には文化財保護行政、まち作り、観
光、生涯学習などへのデータベース活用の
可能性について、地方自治体との協働を通
して検討することを目的とする。 
具体的には、北海道及び東北地方を主たる対
象地域として以下の諸点について研究を進
める。 

1)歴史的建築の把握 
2)対象建築の個別基礎データの収集 
3)歴史的建築の耐震性能評価 
4)データベースシステムの活用（行政との
連携に向けて） 

5)データベースシステムの可能性について
の検討 

 
 
３．研究の方法 
北海道及び東北地方を主たる対象地域と

して以下の諸点について研究を進める。 
1)歴史的建築の把握 
 過去に行われた各種調査報告書に記載さ
れたもので未入力のものをデータベースに
追加すると共に、築 50 年を目安に、文化財
未指定・未登録で、地域の景観を形成する上
で重要なもの、建築史的に重要なもののリス
トを作成する。 
2)対象建築の個別基礎データの収集 
 既にデータベースに記載したもの及び１)
で新たにリストに加えられたものの中から、
防災上の検討が必要と判断されるもの、社会
環境の変化による対策が必要と判断される
ものについて、実測調査などを行い、図面等
の基礎データを収集する。 
3)歴史的建築の耐震性能評価 
 2)で収集した基礎データを利用して「木造
住宅の耐震診断と補強方法」（日本建築防災
協会）を基に耐震診断を行うと共に、常時微
動観測を行い，建物の振動特性を推定する。
これらから得られた結果を総括し，建物の耐
震性能を評価し，耐震改修・補強計画案につ
いて検討する。 
4)データベースシステムの活用（行政との連
携に向けて） 
 上記１)～３)で得られた情報や日常的な
データベースの活用（文化財保護行政、まち
作り・観光、生涯学習）及び災害時における
迅速な活用（被災状況の把握や補修・再建方
法の情報）について、自治体との協働で問題
点を抽出し、その解決策を検討する。 
5)データベースシステムの可能性について
の検討 
 歴史的建築の保存・活用については、国、
学会やＮＰＯなど各方面で様々な活動が行

われており、また、建築以外の歴史分野でも
歴史資料や文化財のデータの整備と活用の
動きが進められている。この様な諸団体との
有機的な連携の可能性を検討し、協働してデ
ータベース化を進める為の条件整備を進め
る。 
 
４．研究成果 
平成 20 年度は以下の諸点について研究・調
査活動を行った。 
1)歴史的建築の把握 
 過去に行われた各種調査報告書（民家及び
近世社寺緊急調査報告書は一次リストから
全て、近代和風及び近代化遺産調査報告書は
二次リスト以上）で未入力のものを追加し、
国指定・登録、道県・市区町村指定・登録の
確認と更新作業を行った。また、市町村合併
による地名の変更を進めた。 
2)対象建築の個別基礎データの収集 
 町屋 8件、民家 1件、寺院 1件、近代建築
1 件の実測調査を実施した。また、栗原市に
所在する歴史的建築で、各種報告書に掲載さ
れていないもののデータを新たに収集し、入
力した。 
3)歴史的建築の耐震性能評価 
 町屋 9件、寺院 1件、近代建築 1件につい
て常時微動観測調査を実施し、各建物の振動
特性を解析した。 
4)データベースシステムの活用 
 2008 年 6 月 14 日の岩手・宮城内陸地震及
び 2008 年 7月 24 日の岩手県沿岸北部を震源
とする地震の災害調査において本データベ
ースを活用した。短期間の内に、合わせて 412
件の歴史的建築の被害状況を確認すること
ができ、本データベースの有用性を改めて確
認することができた。 
5)データベースシステムの可能性について
の検討 
 宮城・秋田両県下の自治体、NPO へデータ
ベースの利用を働きかけると共に利活用方
法について協議し、各団体との連携に向けて
データベースのシステム及び仕様を使い易
いように変更した。また、2008 年 11 月にシ
ンポジウムを 2回開催し、本データベースの
必要性・有用性を示すと同時に各方面から
様々な意見を収集した。 
 
平成 21 年度は以下の諸点について研究・調
査活動を行った。 
1)歴史的建築の把握 
 過去に行われた各種調査報告書（民家及び
近世社寺緊急調査報告書は一次リストから
全て、近代和風及び近代化遺産調査報告書は
二次リスト以上）で未入力のものを追加し、
国指定・登録、道県・市区町村指定・登録の
確認と更新作業を行った。また、市町村合併
による地名の変更を進めた。 
2)対象建築の個別基礎データの収集 
 寺院建築 2件、神社 2件、近代建築 5件の
実測調査を実施した。また、栗原市に所在す
る歴史的建築の所在確認調査を市教育委員
会との共催で実施した。 
3)歴史的建築の耐震性能評価 



 三重塔 3基、近代建築 4棟について常時微
動観測調査を実施し、各建物の振動特性を解
析した。 
4)シンポジウムの開催 
日本建築学会大会において「歴史的建築リ

ストの可能性～学会・行政・市民との連携に
向けて～」と題する研究協議会を開催し、Ｄ
Ｂを利活用、一般公開する上で求められるも
の（画像情報、位置情報など）や人的繋がり
について検討し、今後の課題や新たな可能性
について協議した。 
また、日本建築学会東北支部歴史・意匠部

会において、「歴史的建造物の固有振動につ
いて」と題する研究会を開催した。 
5)データベースシステムの設計変更 
 画像情報や位置情報を取り込めるように
するため、また行政・市民との連携や一般公
開に備えてシステムの設計変更を進めた。 
 
平成 22 年度は以下の諸点について研究・調
査活動を行った。 

1)歴史的建築の把握 

 北海道及び東北6県において過去に行われ

た各種調査の報告書等に記載された歴史的建

築で未入力のものをデータベースに追加した

。また、宮城県栗原市で現地調査を実施し、

未だ学術的な調査がされていない歴史的建築

の存在を確認した。 

2)対象建築の個別基礎データの収集 

想定される宮城県沖地震の震源域に比較的

近い栗原市において、文化財に指定・登録さ

れていない建物で地域の景観形成上または建

築史上重要なものを選定して実測調査を実施

し、平面図、断面図などの基礎データを収集

した。 

 また、位置情報システム及び画像情報シス

テムを構築し、東北６県の建物の位置情報及

び画像情報を入力した。 

3)データベースの活用 
 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災
による歴史的建築の被害調査を行うにあた
り、本データベースが基本台帳として活用さ
れている。調査は、日本建築学会建築歴史・
意匠委員会、文化庁、地方公共団体、建築関
連諸団体と連携して進められている。 
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